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・ 歯磨きは、起きている時は唾液が流れるが寝る時は体温

が上がり唾液の分泌量が少ないため、夜寝る前の歯磨き

が大切です。

・ 歯ブラシはあまり大きくないもので奥歯まで入るものを

選び、小刻みに磨くようにしてください。持ち方は出来

る人は鉛筆持ちで、歯の表面を削らないようにそっと歯

ブラシの毛先でこするようにする。電動歯ブラシの場合

も歯の表面に少し当たるくらいでいい。

・ 基本のケアとしては家族・施設のスタッフが一番重要な支援者で、その次が歯科医師になります。

【参加された方からの質問・感想】

■ 私は次の 4 点について質問しました。先生からは丁寧なご回答をいただきました。

〈 奥歯用の小さな歯ブラシは必要か？〉A：私たちが家の掃除をするときに様々な道具を使うよう

に、歯の場所種類によって何種かの歯ブラシを使い分けるのが良い。

〈 歯磨き後口を濯ぐ水を飲み込んでしまうが拭き取りのほうが良いのか？〉A：飲み込んでも胃酸

が菌を殺すのでそれ程心配はないが拭き取るのも良いと思う。

〈歯間ブラシは必要？〉A：バーがついた物で前歯の間を通すと虫歯防止に効果的。

〈 ウオータージェットの清掃は効果的か？〉A：かなりの勢いがあるので歯に対して直角に当てる

ことができれば良いが歯と歯茎の間に強く水が当たり炎症を起こす事もあるので注意が必要で

す。それよりも柔らかな歯ブラシの毛先で丁寧に歯磨きが良いかもしれない。

 〈 いんくる支部 土屋 郁英 〉

■  先生のお話は大変わかりやすく、私はお話を聞きながら子どもへの磨きが強かったのではないか

と感じました。そこで歯ブラシの硬さに関する質問をしたところ、先生からは子どもには普通の

ものを、仕上げ磨きには柔らかいものが良いと教えていただきました。また、他の方の質問や先

生のお答えを聞いていると自分の仕上げ磨き以外にもいろいろやり方があるのだと勉強になり試

してみたいと思いました。半年毎に定期健診を受けかかりつけ医に磨き方は教えていただいてい

たのですが慌ただしさを理由にいつのまにか力が入っていたことを反省しつつ、硬さも見直すこ

とで、気持ちを新たに本人に寄り添った歯磨きを実践していこうと思いました。

 〈 平塚支部 鈴木 亜紀子 〉
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編集後記

　春はスタートの季節です。県育成会もホームページの開設まで秒読み段階となりました。広報委

員としての喜びと責任の重さに不安が入り混じっています。会員はもとより、まだ見ぬ仲間の希望

の光になることを切に願い、会報もホームページもどちらも良いものにしていかなければと身の引

き締まる思いです。皆さんの☆お気に入りになれますように！ 〈 広報委員　鈴木 亜紀子 〉

鎌倉支部は令和元年に 65 周年を迎えました。そ

の長い歴史の中で世代交代も進み、当時のことを

語り継ぐことも難しくなって来ました。そこで、通常の会報とは別に、

業者に印刷を依頼しカラー印刷の『会報号外』を発行しました。育

成会への理解と必要性を若いご家族に伝えていけたらと思っていま

す。また、新年会を兼ねての 65 周年記念ランチ会も開催し、地元鎌

倉の隠れ家フレンチレストランで豪華なコース料理を堪能しました。

会の通常の活動としては、音楽療法と和太鼓、ともしび号で行くバ

ス旅行が特に好評です。 〈 塚田 マリ子 ニーナ 〉

鎌 倉 支 部

各支部の催しなどを

紹介するコーナーです。

たくさんの情報をお待

ちしています！

支部情報

2020 年度には 60 周年、スポーツや余暇支援に特化した付属組織「オルカ

の会」も 10 周年を迎え、地域の仲間と共に楽しめるイベントを夏に企画して

います。60 周年記念行事も検討中で、忙しくも充実した年を迎えた大和支部です。家族も高齢

者が増え、若い会員が増えてほしいのは何処も同じですね。大和でも次の世代にバトンを渡せる

様に、運営を見直し整理しながらの活動の中、まだまだベテランも頑張っています！「皆さんの

要望を行政に伝え、正確で有益な情報を会員に届ける」という事を常に意識し、障がい者とその

家族が地域で孤立せず、穏やかに楽しく過ごしていけるよう、所属して良かったと思える会であ

りたいと思います。環境問題や自然災害、将来への不安が多い時代だからこそ、繋がりが大切で

す。協力し、情報交換をし、知恵を絞り、元気を出していきましょう！ 〈 加藤 みどり 〉

大 和 支 部

厚木支部が力を入れている「青年活動部」では、本人たちの余暇支援・体

力増進（維持？）のために ①スポーツ教室（月 1 回） ②プール活動（月 1 回、

8 月は毎週）③バス旅行（年 1 回）などを行っています。①ではダンスの先生の指導の下、前半

はストレッチ、後半は流行の曲にあわせたダンスで汗をびっしょりかきながら身体を鍛えてい

ます。（親たちもついていけない激しさ！）　②では保健福祉センター内の温水プールで律儀に

ウオーキングをしながら足腰を鍛えています。また

夏は市内にある愛名やまゆり園屋外プールをお借り

し、浮き輪を使って自由な泳ぎを楽しんでいます。

③は社会見学と昼食でのマナーを学びながら観光や

グルメを楽しみ、いつも人気の企画となっています。

子どもたちの笑顔と元気な姿を見ることができ、親

も幸せを感じるひとときです。 〈 中川 孝子 〉

厚 木 支 部


